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第
４
回
定
例
会
の
概
要

小金井公園で満開のロウバイ（１月中旬頃小金井公園で満開のロウバイ（１月中旬頃））

　

平
成　

年
第
４
回
定
例
会
（
篠
原
ひ
ろ
し
議
長
）
は
、
平
成　

年　

月

２６

２６

１１

　

日
に
開
会
し
、　

月　

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
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平
日
に
傍
聴
へ
来
ら
れ
な
い
方

に
も
議
会
の
様
子
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
日
曜
議
会
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
は
、
各
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

時　

３
月
１
日
（
日
）
午
前

　

時
か
ら

１０場　

所　

議
場
（
市
役
所
本
庁
舎

４
階
）

そ
の
他　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

日
曜
議
会
を
開
催
し
ま
す

【　

月
】

１１

　

日　

本
会
議（
議
案
の
審
議
・
委
員

２８

会
付
託
・
採
決
、
議
員
提
出

議
案
の
採
決
、
陳
情
の
採

決
・
撤
回
）

【　

月
】

１２
１
日　

本
会
議（
議
案
の
審
議
・
委
員

会
付
託
）

２
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

３
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

４
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

５
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案

の
審
議
・
委
員
会
付
託
、
議

員
提
出
議
案
の
撤
回
、
陳
情

の
委
員
会
付
託
）

８
日　

厚
生
文
教
委
員
会

９
日　

建
設
環
境
委
員
会

　

日　

総
務
企
画
委
員
会

１０
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１１
　

日　

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員

１２

会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

１５
　

日　

本
会
議（
議
案
の
審
議
・
委
員

１６

会
付
託
、
陳
情
の
訂
正
）

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

　

日　

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案
件

１８

の
採
決
、
議
員
提
出
議
案
の

審
議
・
委
員
会
付
託
・
採
決
、

陳
情
の
委
員
会
付
託
）

一般会計歳入・歳出決算の内訳一般会計歳入・歳出決算の内訳

歳  出
380億2,557万円
歳  出

380億2,557万円

歳  入
392億5,304万円
歳  入

392億5,304万円

市税
199億9,797万円

50.9%

市税
199億9,797万円

50.9%

民生費
165億4,359万円

43.5%

民生費
165億4,359万円

43.5%

国庫支出金 49億1,962万円 12.5%
都支出金
47億7,459万円 12.2%
市債
24億6,660万円 6.3%
地方消費税交付金
10億8,830万円 2.8%
その他
60億596万円 15.3%

総務費 47億313万円 12.4%

消防費 14億6,716万円 3.9%
議会費　3億6,970万円 1.0%
その他　4億129万円 1.1%

公債費 29億3,116万円 7.7%
土木費 35億6,244万円 9.4%
衛生費 38億8,733万円 10.2%
教育費 41億5,977万円 10.9%

※円グラフの決算額は千円の位
を四捨五入しているため、構
成率の合計が100％にならな
い場合があります。
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小
金
井
平
和
の
日
条

小
金
井
平
和
の
日
条
例例

小
金
井
平
和
の
日
条

小
金
井
平
和
の
日
条
例例
をを
可
決
可
決

　
「『
市
議
会
だ
よ
り
』、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
審
議
結

果
の
具
体
的
な
公
開
を
求
め
る
陳
情
書
」（
要
旨
は
８

面
に
掲
載
）
を
採
択
し
た
こ
と
に
伴
い
、
今
号
か
ら
、

議
案
の
審
議
結
果
、
請
願
・
陳
情
の
審
議
結
果
、
意

見
書
・
決
議
の
審
議
結
果
に
お
け
る
賛
否
の
掲
載
方

法
を
会
派
ご
と
か
ら
議
員
ご
と
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

本
件
は
、
第
３
回
定
例
会
及
び

閉
会
中
（
平
成　

年　

月　

日
、

２６

１１

１１

　

日
）
の
計
５
日
に
わ
た
り
、
決

１４算
特
別
委
員
会
（
遠
藤
百
合
子
委

員
長
）
に
お
い
て
審
査
を
行
い
、

　

月　

日
の
本
会
議
で
一
般
会
計

１１

２８

を
含
む
５
会
計
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は　
３９２

億
５
千　

万
３
千
円
で
前
年
度
対

３０４

比
３
・
５
％
の
増
、
歳
出
決
算
額

は　

億
２
千　

万
４
千
円
で
前
年

３８０

５５６

度
対
比
４
・
２
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
特
別
会
計
を
含
め

た
歳
入
決
算
額
は　

億
７
千　

万

５９５

６５７

円
、
歳
出
決
算
額
は　

億
５
千　

５８３

５４２

万
円
と
な
り
、
と
も
に
昨
年
度
に

比
べ
微
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
目
的
に
、

上
之
原
会
館
、
前
原
町
西
之
台
会
館
、

桜
町
上
水
会
館
及
び
婦
人
会
館
の
集
会

施
設
部
分
を
４
月
か
ら
有
料
化
す
る

「
小
金
井
市
市
民
集
会
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」「
小
金
井
市
婦

人
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
の
２
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
２
件
は
、
平
成　

年　

月　

日
の
総
務
企
画
委
員
会
（
中
山
克
己
委

２６

１２

１０

員
長
）
で
の
審
査
を
経
た
後
、　

月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
い
ず
れ

１２

１８

も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

市
内
４
か
所
の

集
会
施
設
使
用
料

有
料
化
条
例
を
可
決

　

本
条
例
は
、
東
京
大
空
襲
の
あ
っ
た

３
月　

日
を
「
小
金
井
平
和
の
日
」
と

１０

し
、
戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

な
く
、
平
和
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
件
は
、
平
成　

年　

月　

日
の
総
務
企
画
委
員
会
（
中
山
克
己
委
員

２６

１２

１０

長
）
で
の
審
査
を
経
た
後
、　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
渡
辺
大
三
議
員

１２

１８

ほ
か
３
人
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
否
決
し
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

小
金
井
平
和
の
日

条
例
を
可
決

今号から各審議結
果における賛否の
掲載方法を議員ご
ととしました

平
成　

年
第
４
回

２６定
例
会
日
誌

平
成　

年
度

２５

歳

入

歳

出

決
算
の
認
定
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違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違
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医 医各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

審
議
し
た
主
な
議
案

審
議
し
た
主
な
議
案

　

決
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
す
る
理
由
の
第
１
は
、
国
保

税
増
税
の
準
備
や
小
学
校
給
食
の
民

間
委
託
化
が
行
わ
れ
る
等
、
市
民
生

活
に
冷
た
い
決
算
だ
か
ら
で
あ
る
。

第
２
に
、
危
機
的
財
政
と
言
っ
て
、

市
民
に
負
担
と
サ
ー
ビ
ス
切
下
げ
を

押
し
付
け
な
が
ら
、
数
十
億
円
も
か

か
る
再
開
発
等
を
促
進
す
る
決
算
だ

か
ら
で
あ
る
。
第
３
に
、
新
庁
舎
建

設
の
努
力
が
行
わ
れ
ず
、
今
後
多
額

の
出
費
が
見
込
ま
れ
る
中
、
財
政
計

画
が
示
さ
れ
な
い
等
、
計
画
的
行
政

運
営
に
問
題
が
あ
る
。
最
後
に
、
市

民
参
加
条
例
に
反
す
る
よ
う
な
市
政

運
営
が
行
わ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

中
根
三
枝
（
自
民
党
小
金
井
）

　

決
算
規
模
は
、
歳
入
が
約　

億
５

３９２

千
万
円
、
歳
出
が
約　

億
３
千
万
円
、

３８０

実
質
収
支
は
約　

億
２
千
万
円
。
財

１２

政
指
標
は
経
常
収
支
比
率
が　

・
７

９６

％
で
前
年
度
比
２
・
３
ポ
イ
ン
ト
改

善
し
た
。
人
件
費
比
率
は　

・
６
％

１６

で
２
ポ
イ
ン
ト
改
善
、
多
摩　

市
中

２６

最
下
位
か
ら　

位
と
な
っ
た
。
財
政

１７

構
造
健
全
化
の
取
組
成
果
を
評
価
す

る
が
、
更
な
る
行
財
政
改
革
の
推
進

を
強
く
求
め
る
。
ま
た
、
市
債
の
発

行
は
真
に
必
要
な
も
の
に
限
り
、
健

全
な
財
政
運
営
を
要
望
す
る
。
財
政

が
厳
し
い
中
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
諸
事
業
を
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

ま
ず
、
待
機
児
解
消
施
策
が
不
十

分
。
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
保
証

の
観
点
か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
な

い
。
一
人
ひ
と
り
が
健
や
か
に
育
つ

環
境
と
、
働
く
親
が
安
心
し
て
預
け

ら
れ
る
体
制
を
一
刻
も
早
く
整
え
る

べ
き
。
小
学
校
給
食
調
理
の
民
間
委

託
導
入
時
の
市
民
参
加
も
不
十
分
。

ま
た
、
子
ど
も
が
育
つ
場
で
の
退
職

者
不
補
充
は
子
ど
も
の
命
に
係
わ
る
。

命
や
育
ち
を
最
優
先
に
考
え
改
め
よ
。

　

決
算
年
度
は
、
市
民
参
加
、
市
民

協
働
の
観
点
か
ら
も
問
題
の
あ
る
運

営
だ
っ
た
。
納
得
と
合
意
の
施
政
を

求
め
、
認
定
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

限
ら
れ
た
予
算
が
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
執
行
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の

生
活
を
守
る
施
策
と
し
て
、
災
害
備

蓄
品
の
拡
充
、
市
内
の
橋
り
ょ
う
点

検
の
実
施
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

の
配
布
の
実
施
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の

配
布
、
成
人
歯
科
検
診
の　

歳
ま
で

８０

の
延
長
等
が
特
に
評
価
で
き
る
。
そ

の
上
で
、
山
積
さ
れ
た
課
題
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
、
監
査
委
員
の
審
査
意

見
書
で
示
さ
れ
た
内
容
を
早
急
に
検

討
し
、
緊
張
感
を
持
っ
た
財
政
運
営

を
お
願
い
す
る
。
重
ね
て
、
介
護
、

子
育
て
施
策
の
展
望
を
示
し
、
庁
内

の
総
力
を
も
っ
て
当
た
っ
て
ほ
し
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
主
党
）

　

平
成　

年
度
決
算
で
は
、
け
や
き

２５

保
育
園
・
ピ
ノ
キ
オ
幼
児
園
新
園
舎

建
設
、
貫
井
北
町
セ
ン
タ
ー
建
設
な

ど
長
年
の
市
民
要
望
が
実
現
し
た
。

職
員
人
件
費
は
５
億
９
千　

万
９
千

１８４

円
削
減
さ
れ
、
人
件
費
比
率
は　

・
１６

６
％
と
な
っ
た
が
、
経
常
収
支
比
率

は　

・
７
％
で
厳
し
い
ま
ま
で
あ
る
。

９６
危
機
的
財
政
状
況
改
善
の
た
め
に
は

原
因
分
析
が
重
要
で
、
職
員
人
件
費

削
減
の
限
界
を
見
据
え
た
対
策
が
必

要
。
今
後
の
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

と
、
進
行
す
る
高
齢
化
に
対
応
可
能

な
安
定
的
財
政
基
盤
の
早
期
確
立
を

要
望
し
、
本
決
算
認
定
に
賛
成
す
る
。

 　

平
成　

年　

月　

日
の
本
会
議
に

２６

１２

１６

お
い
て
総
務
企
画
委
員
会
（
中
山
克

己
委
員
長
）
に
付
託
し
、
同
日
の
委

員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
東
京
都
人
事
委
員
会

勧
告
に
基
づ
き
、
給
与
月
額
を
０
・

　

％
、
勤
勉
手
当
の
年
間
支
給
額
を

１３０
・　

月
引
き
上
げ
、
公
民
較
差
の

２５

解
消
を
図
る
と
と
も
に
、　

歳
以
上

５５

の
昇
給
を
抑
制
し
、
さ
ら
に
人
件
費

を
削
減
す
る
た
め
、
提
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

１２

１８

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

本
来
な
ら
ば
、
地
方
公
務
員
の
給

与
改
正
で
は
、
給
料
表
を
都
に
準
じ

た
り
、
近
隣
類
似
団
体
と
の
権
衡
を

是
と
し
労
使
交
渉
を
尊
重
す
る
こ
と

と
な
る
。
し
か
し
、
小
金
井
市
の
お

か
れ
て
い
る
財
政
状
況
、
財
政
調
整

基
金
残
高
、
今
後
の
施
設
更
新
計
画
、

直
面
す
る
ご
み
処
理
施
設
共
同
処
理

に
係
る
財
政
負
担
、
子
育
て
支
援
に

要
す
る
経
費
、
さ
ら
に
来
年
度
は
確

実
に
交
付
税
不
交
付
団
体
と
な
る
こ

と
、
法
人
市
民
税
の
減
収
も
予
測
さ

れ
て
い
る
。
総
論
的
に
考
え
、
独
自

色
を
も
っ
た
判
断
を
す
る
こ
と
に
住

民
は
納
得
す
る
と
考
え
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

賛
成
す
る
理
由
の
１
点
目
は
、
東

京
都
人
事
委
員
会
勧
告
を
尊
重
す
る

立
場
か
ら
で
あ
る
。
労
働
三
権
が
制

限
さ
れ
る
公
務
員
に
適
正
な
条
件
を

確
保
す
る
こ
と
が
勧
告
の
意
義
で
あ

り
、
他
市
の
ほ
と
ん
ど
が
従
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
し
て
も
条
例
の
改
正
は

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及

び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
及

び
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

当
然
行
う
べ
き
で
あ
る
。
２
点
目
は
、

職
務
の
質
の
向
上
に
期
待
す
る
立
場

か
ら
で
あ
る
。
職
員
に
対
す
る
要
求

が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
中
、
職
員
の

や
る
気
を
保
ち
、
市
民
の
期
待
に
応

え
る
た
め
に
は
、
他
市
と
横
並
び
の

改
定
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

　

本
件
は
、
財
政
調
整
基
金
７
千　
６００

万
円
を
取
り
崩
し
、
職
員
の
基
本
給

及
び
ボ
ー
ナ
ス
の
引
上
げ
を
図
る
も

の
で
あ
る
。
反
対
の
理
由
は
、
市
財

政
が
、
経
常
収
支
比
率
が
多
摩　

市
２６

ワ
ー
ス
ト
１
位
、
財
政
調
整
基
金
残

高
が
近
隣
市
・
類
似
市
ワ
ー
ス
ト
１

位
な
ど
、
危
機
的
財
源
不
足
状
態
に

あ
る
こ
と
、
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
、

市
庁
舎
建
設
、
子
育
て
支
援
の
充
実

な
ど
に
今
後
多
額
の
財
源
を
要
す
る

こ
と
、
市
民
生
活
が
厳
し
い
こ
と
の

３
点
で
あ
る
。
市
民
が
市
財
政
を
憂

い
、
職
員
が
賃
上
げ
を
楽
し
ん
で
い

る
の
で
は
、
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

東
京
都
人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ

き
、
給
与
月
額
を
０
・　

％
、
勤
勉

１３

手
当
を
０
・　

月
引
き
上
げ
る
本
条

２５

例
の
影
響
額
は
７
千　

万
円
に
も
上

６１７

る
。
市
長
は
、
基
金
が
積
め
て
い
な

い
か
ら
と「
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」

を
凍
結
し
た
。
リ
ー
ス
庁
舎
解
消
に

必
要
な
新
庁
舎
建
設
が
、
危
機
的
財

政
難
で
出
来
な
い
な
ら
、
職
員
給
与

や
手
当
の
引
上
げ
は
当
分
見
合
わ
せ

る
こ
と
が
妥
当
だ
。
公
民
較
差
解
消

と
い
う
が
、
個
人
市
民
税
か
ら
見
て

も
民
間
が
潤
っ
た
と
は
言
え
な
い
。

市
政
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
た
と
き

に
は
職
員
給
与
に
も
反
映
し
た
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　

現
在
の
小
金
井
市
の
財
政
状
況
が

良
く
な
る
見
通
し
が
な
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
職
員
の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
を

引
き
上
げ
る
こ
と
で
、「
横
並
び
意

識
の
蔓
延
に
よ
る
組
織
に
と
っ
て
の

悪
影
響
」
へ
の
懸
念
が
あ
る
た
め
に

反
対
す
る
。
新
庁
舎
建
設
も
「
お
金

が
な
い
か
ら
建
て
ら
れ
な
い
」
と
市

長
は
述
べ
た
が
、
既
成
概
念
を
壊
し
、

先
進
的
な
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
。
必
要
な
こ
と
も

実
行
せ
ず
、
７
千　

万
円
の
基
金
の

６００

取
り
崩
し
で
の
職
員
給
与
ア
ッ
プ
は
、

財
政
悪
化
状
態
が
続
く
小
金
井
市
で

は
や
る
べ
き
で
な
い
。

 　

本
条
例
原
案
に
対
し
て
、
職
員
の

基
本
給
と
ボ
ー
ナ
ス
を
引
き
上
げ
る

内
容
の
部
分
の
削
除
を
趣
旨
と
す
る

修
正
案
が
、　

月　

日
の
本
会
議
に

１２

１８

お
い
て
、
渡
辺
大
三
議
員
ほ
か
２
人

か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
起
立
採

決
の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り
否
決

し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

岸
田
正
義
（
市
議
会
民
主
党
）

　

職
員
も
勤
労
者
で
あ
り
、
労
働
争

議
権
が
な
い
中
で
の
人
事
院
勧
告
は

尊
重
す
べ
き
。
平
成　

年
か
ら
の
行

１０

財
政
改
革
で
、
職
員
定
数
や
諸
手
当

の
削
減
に
よ
り　

億
円
も
の
人
件
費

３０

削
減
に
職
員
も
協
力
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
経
常
収
支
比
率
が
改
善
し
な

い
こ
と
は
、
理
事
者
と
議
会
の
責
任

で
あ
り
、
職
員
に
責
任
を
求
め
る
こ

と
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
他
市
並
み

の
給
与
引
上
げ
は
妥
当
と
考
え
る
が
、

職
員
に
お
い
て
は
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
給
与
を
引
き
上
げ
る
意
味
を

十
分
に
理
解
し
、
更
な
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

 　

平
成　

年　

月　

日
の
本
会
議
に

２６

１１

２８

お
い
て
予
算
特
別
委
員
会
（
小
林
正

樹
委
員
長
）
に
付
託
し
、　

月　

日

１２

１１

の
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及

び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
及

び
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

対
す
る
修
正
案
（
議
員
提
案
）

平
成　

年
度
一
般
会
計

２６

補
正
予
算
（
第
６
回
）

　

予
算
の
主
な
内
容
は
、
市
内
集
会

施
設
利
用
料
の
受
益
者
負
担
の
開
始

に
伴
う
「
集
会
施
設
の
維
持
管
理
に

要
す
る
経
費
」（　

万
２
千
円
）、
学

２０７

童
保
育
所
の
運
営
を
民
間
事
業
者
に

委
託
す
る
た
め
の
「
学
童
保
育
所
運

営
に
要
す
る
経
費
」（　

万
５
千
円
）、

８６０

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
２
地
区
の
再

開
発
事
業
に
係
る
「
市
街
地
再
開
発

等
の
事
業
に
要
す
る
経
費
」（
１
億
３

千　

万
円
）、
債
務
負
担
行
為
と
し

８４０
て
計
上
さ
れ
た
本
庁
舎
耐
震
診
断
委

託
料
（　

万
９
千
円
）
な
ど
で
す
。

３７８

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

１２

１８

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
の
理
由
の
第
一
は
、
武
蔵
小

金
井
駅
南
口
第
２
地
区
再
開
発
の
予

算
で
あ
る
。
危
機
的
財
政
状
況
の
中
、

巨
額
の
市
負
担
を
す
る
べ
き
で
な
い
。

第
二
は
、
学
童
保
育
所
委
託
準
備
予

算
で
あ
る
。
１
人
月　

万
円
の
人
件

１８

費
の
予
算
は
、
事
業
者
に
払
わ
れ
る

も
の
で
、
非
常
勤
の
職
員
に
全
額
払

わ
れ
る
保
証
は
な
い
。
低
賃
金
の
不

安
定
雇
用
の
職
員
に
、
こ
れ
ま
で
の

市
の
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
仕
事
を
さ
せ

る
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
保
障
さ

れ
る
保
証
も
な
い
。
第
三
は
、
集
会

施
設
有
料
化
予
算
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

合
計　

人
の
待
機
児
童
解
消
が
図

８４

ら
れ
る
保
育
園
等
の
関
連
経
費
、
市

内
４
か
所
の
学
童
保
育
所
に
お
け
る

保
育
時
間
延
長
等
の
た
め
の
民
間
委

託
化
関
連
経
費
や
、
生
活
困
窮
者
へ

の
自
立
支
援
事
業
経
費
、
扶
助
費
対

象
者
増
加
に
対
す
る
経
費
や
健
康
診

断
と
い
っ
た
、
人
に
寄
り
添
う
支
援

と
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
充

実
の
た
め
に
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
、

あ
ら
ゆ
る
方
策
と
効
果
を
思
案
し
財

源
確
保
に
努
め
、
最
小
経
費
で
最
大

効
果
を
あ
げ
る
効
率
的
な
市
政
運
営

を
進
め
る
内
容
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

百
瀬
和
浩
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

　
「
本
庁
舎
耐
震
診
断
委
託
料
」
と

「
市
街
地
再
開
発
等
の
事
業
に
要
す

る
経
費
」
の
二
つ
の
予
算
に
つ
い
て
、

そ
の
積
算
根
拠
や
内
訳
が
示
さ
れ
ず
、

予
算
自
体
の
適
正
さ
を
判
断
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
反
対
す
る
理
由
で
あ

る
。
議
会
は
市
が
執
行
す
る
予
算
が

適
切
で
無
駄
が
な
い
か
、
併
せ
て
、

業
務
遂
行
に
当
た
り
満
足
な
成
果
が

得
ら
れ
る
予
算
か
を
判
断
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
本
予
算
は
客
観
的
な

判
断
が
で
き
る
材
料
が
個
人
情
報
を

理
由
に
示
さ
れ
ず
、
適
切
な
説
明
が

な
か
っ
た
。
今
後
は
適
切
に
情
報
を

開
示
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

ま
ず
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
２

地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
補

助
金
を
評
価
す
る
。
財
源
に
は
国
や

都
の
補
助
金
等
も
あ
り
、
市
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
に
至
る
前
に
行

政
と
し
て
支
援
す
る
生
活
困
窮
者
自

立
相
談
支
援
事
業
の
経
費
や
、
口
腔

ケ
ア
の
充
実
を
図
る
成
人
歯
科
健
康

診
査
委
託
料
の
追
加
も
あ
る
。

　

債
務
負
担
行
為
と
し
て
の
本
庁
舎

耐
震
診
断
委
託
料
も
重
要
だ
。
災
害

時
の
拠
点
に
な
る
の
が
本
庁
舎
で
あ

る
。
新
庁
舎
の
建
設
時
期
に
か
か
わ

ら
ず
、
早
急
な
耐
震
診
断
を
求
め
る
。

平
成　

年
度
一
般
会
計

２５

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

平
成　

年　

月　

日
付
け
で
、

26

11

25

百
瀬
和
浩
議
員
及
び
渡
辺
大
三
議

員
の
所
属
す
る
会
派
よ
り
会
派
異

動
届
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
会
派
の
名
称
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
変
更
と
な
っ
た
会
派

名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
新
）
リ
ベ
ラ
ル
保
守
の
会

（
旧
）
み
ん
な
の
党
・
小
金
井
刷

新
の
会

会
派
の
名
称
の

変
更
に
つ
い
て



平成２７年（２０１５年）２月１３日発行－３－　　（２４５号） 市 議 会 だ よ り

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違
医 医会議録が早くご覧になれるように、未定稿（校正中）を公開しています。（URL http://asp.db-search.com/koganei-c/）

議会運営委員会
１月２２日（木）午前１０時
▶議会改革に関する諸問題の調査
２月１８日（水）午後２時
▶議会基本条例が制定されるまでの間の議会報告会の定
期的試行を求める陳情書　▶市議会だより、市議会ウェ
ブサイトで政務活動費収支報告の公開を求める陳情書　
▶議場の冷房についての陳情書　▶傍聴し易い議会につ
いての陳情書　▶議会改革に関する諸問題の調査　▶①
次期定例会（臨時会を含む。）の会期及び会議日割等、
議会運営に関する調査、②議会の会議規則、委員会条例
等に関する調査、③議会運営に関する議長の諮問事項に
ついて

建設環境委員会
１月２８日（水）午前１０時
▶市道１８号線の道路区域境界線の一部（梶野町４丁目２１
－１５から同４丁目２１－１７）について区域決定の見直しの
陳情書　▶武蔵小金井駅南口第２地区市街地再開発事業
への補助金支出の適正さを確認することを求める陳情書
▶市道１８号線の一部（梶野町４丁目２１－１５から－１７）に

ついて道路区域決定と境界確認の見直しについての陳情
書　▶道路区域確認の根拠法の説明と、市民が納得でき
る公平、公正、公明な小金井市道路行政に改善すること
を求める陳情書　▶民間超高層マンション建設（武蔵小
金井駅南口第２地区再開発）について、適正な指導・助
言・検証を求める陳情書　▶小金井市の公共用地境界確
定事務を適法状態に戻すことを求める陳情書　▶所管事
務調査（ごみ処理対策及び資源循環型社会形成に係る諸
問題の調査）▶所管事務調査（駅周辺のまちづくりに係
る諸問題の調査）▶所管事務調査（小金井市の環境政策
推進とエネルギーに係る諸問題の調査）

総務企画委員会
２月２日（月）午前１０時
▶福祉会館の移転先に関する陳情書　▶小金井市所有地
と隣地の民間マンションと福祉会館建設の共同事業及び
法に基づく再開発事業として実行可能な条件制定の陳情
書　▶市役所職員、市長、副市長、教育長、市議会議員
のボーナス支給率引き上げに反対する陳情書　▶蛇の目
ミシン工場跡地への市庁舎建設に向け、すでに予算が可
決されている基本設計の実施を速やかに求める陳情書　
▶福祉会館の建て替え場所等の決定にあたって、市民参

加での十分な検討を求める陳情書　▶小金井市役所から
「パワハラ」等、職場ハラスメントを一掃することを求
める陳情書　▶市役所管理職者等の連合メーデー行事参
加に関して実態調査を求める陳情書　▶市役所における
法曹有資格者の職員登用を求める陳情書　▶地域活性化
に向け、ふるさと納税への具体的な取り組みを求める陳
情書　▶公共施設の無線ＬＡＮスポットの拡大に向けた
取り組みを求める陳情書

厚生文教委員会
２月３日（火）午前１０時
▶小金井市私立幼稚園等就園奨励費補助金の交付の特例
に関する条例　▶認可保育所と認証保育所との格差是正
についての陳情書　▶小金井市の待機児童の解消と保育
の質の向上を、新制度施行後も市の責任で行うことを求
める陳情書　▶所管事務調査（子どもに関する諸問題の
調査）

行財政改革調査特別委員会
２月９日（月）午前１０時
▶行財政改革に係る諸問題の調査

閉会中の委員会日程及び審査案件

議　

決　

結　

果

【会派略称】　 　　　　　自：自由民主党小金井市議団　共：日本共産党小金井市議団
公：小金井市議会公明党　民：小金井市議会民主党　　　リ：リベラル保守の会
ネ：生活者ネットワーク　改：改革連合　　　　　　　　治：市民自治こがねい
会：こがねい市民会議　　お：小金井をおもしろくする会議 案 の 審 議 結 果

○：賛成  ×：反対  △：退席  −：欠席（病気療養）  議：議長（原則、採決には加わらず）

付　

託　

先

お会治改改ネネリリ民民公公公公共共共共自自自自自
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決

総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
建：建設環境委員会　　予：予算特別委員会
決：決算特別委員会

白
井　
　

亨

斎
藤　

康
夫

片
山　
　

薫

篠
原
ひ
ろ
し

五
十
嵐
京
子

林　
　

倫
子

田
頭　

祐
子

渡
辺　

大
三

百
瀬　

和
浩

岸
田　

正
義

鈴
木　

成
夫

宮
下　
　

誠

紀　

由
紀
子

小
林　

正
樹

渡
辺
ふ
き
子

森
戸　

洋
子

板
倉　

真
也

関
根　

優
司

水
上　

洋
志

中
根　

三
枝

遠
藤
百
合
子

露
口　

哲
治

湯
沢　

綾
子

中
山　

克
己

認　定×××議○××××○○○○○○××××○○○○○決平成２５年度小金井市一般会計歳入歳出決算の認定について

第　

４　

回　

定　

例　

会

認　定○○○議○○○○○○○○○○○××××○○○○○決平成２５年度小金井市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

認　定○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○決平成２５年度小金井市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

認　定○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○決平成２５年度小金井市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

認　定○○×議○××○○○○○○○○××××○○○○○決平成２５年度小金井市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

承　認○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○即専決処分の報告及び承認について（平成２６年度小金井市一般会計補正予算（第５回））

原案可決○×○議○－○××○○○○○○○○○○○○○○○総小金井平和の日条例

否　決○○○議×－○○○××××××○○○○×××××即小金井平和の日条例に対する修正案（議員提案） 

原案可決○○○議○－○○○○○○○○○○○○○○○○○○総小金井市特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例

原案可決○○○議○－○○○○○○○○○○○○○○○○○○建小金井市公共下水道事業基金条例

原案可決○○○議○－○○○○○○○○○○○○○○○○○○建小金井市環境基金条例の一部を改正する条例

原案可決○○○議○－○○○○○○○○○○○○○○○○○○総小金井市都市計画税条例の一部を改正する条例

原案可決○○○議○－○○○○○○○○○○○○○○○○○○総小金井市児童発達支援センター条例及び小金井市保育料徴収条例の一部を改正する
条例

原案可決○○×議○－×○○○○○○○○××××○○○○○厚小金井市子ども・子育て支援法第８７条の規定による過料に関する条例

原案可決○○○議○－×○○○○○○○○××××○○○○○厚小金井市立保育園条例の一部を改正する条例

原案可決○○○議○－×○○○○○○○○××××○○○○○厚小金井市保育の実施に関する条例を廃止する条例

原案可決○○○議○－○○○○○○○○○○○○○○○○○○厚小金井市地域包括支援センターが包括的支援事業を実施するために必要な基準を定
める条例

原案可決○○×議○－×××○○○○○○××××○○○○○総小金井市市民集会所条例の一部を改正する条例

原案可決○○×議○－×××○○○○○○××××○○○○○総小金井市婦人会館条例の一部を改正する条例

原案可決○○○議○－○○○○○○○○○○○○○○○○○○総小金井市消費生活条例の一部を改正する条例

原案可決○○×議○－×××○○○○○○××××○○○○○建小金井市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条
例

原案可決○○○議○－○○○○○○○○○○○○○○○○○○建浅川清流環境組合規約

原案可決○○○議○－○○○○○○○○○○○○○○○○○○総東京都市公平委員会共同設置規約の一部を改正する規約

原案可決○○○議○－○○○○○○○○○○○○○○○○○○総小金井市職員退職手当支給条例の一部を改正する条例

原案可決×○×議○－×××○○○○○○××××○○○○○予平成２６年度小金井市一般会計補正予算（第６回）

原案可決×××議○－×××○○○○○○○○○○○○×○○予平成２６年度小金井市一般会計補正予算（第７回）

原案可決×××議○－×××○○○○○○○○○○○○×○○予平成２６年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第５回）

原案可決×××議○－×××○○○○○○○○○○○○×○○予平成２６年度小金井市下水道事業特別会計補正予算（第１回）

原案可決×××議○－×××○○○○○○○○○○○○×○○予平成２６年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第３回）

原案可決×××議○－×××○○○○○○○○○○○○×○○総小金井市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例及び職員の給与に
関する条例の一部を改正する条例

否　決○○○議×－○○○×××××××××××××××即小金井市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例及び職員の給
与に関する条例の一部を改正する条例に対する修正案（議員提案） 

承　認○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○即ごみ対策に係る諸問題の調査（議員提案）の撤回

否　決○○○議×○○○○××××××○○○○×××××総小金井市市民参加条例の一部を改正する条例（議員提案）
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自由民主党小金井市議団
日本共産党小金井市議団
小金井市議会公明党
小金井市議会民主党
リベラル保守の会
生活者ネットワーク
改革連合
市民自治こがねい
こがねい市民会議
小金井をおもしろくする会

（自民党小金井）
（日本共産党）
（公　 明　 党）
（市議会民主党）
（リベラル保守）
（生活者ネット）
（改 革 連 合）
（市 民 自 治）
（市 民 会 議）
（こ が お も）

会
派
の
略
称※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問 （４面～７面）
１２月２日、３日、４日、５日

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

虚
民
生
委
員
の
負
担
増
及
び
欠
員

の
課
題
は
改
善
が
進
ま
な
い
。
契
民

生
委
員
の
役
割
に
つ
い
て
整
理
を
す

る
と
と
も
に
、
自
治
会
の
加
入
率
を

上
げ
る
な
ど
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

高
め
る
こ
と
で
、
負
担
軽
減
に
つ
な

が
る
の
で
は
。
形
仕
事
を
体
験
し
て

も
ら
っ
て
か
ら
正
式
委
員
に
な
っ
て

い
た
だ
く
な
ど
、
民
生
・
児
童
委
員

協
力
員
制
度
を
有
効
活
用
す
る
こ
と

で
、
欠
員
問
題
の
解
決
を
図
ら
な
い

か
。
径
民
生
委
員
を
支
え
る
庁
内
横

断
サ
ポ
ー
ト
会
議
を
設
置
し
、
組
織

を
ま
た
が
る
課
題
解
決
の
情
報
共
有

が
で
き
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
地
域
の
人
た

ち
が
共
に
地
域
の
こ
と
を
考
え
る
環

境
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
形
今
後

積
極
的
に
活
用
し
た
い
。
径
ど
う
い

民
生
委
員
の
体
制
強
化
を

民
生
委
員
の
体
制
強
化
を
／／

生
涯
学
習
の
充
実

生
涯
学
習
の
充
実
をを

う
方
向
で
進
め
ら
れ
る
か
考
え
た
い
。

　

許
イ
キ
イ
キ
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
た
め
に
、
学
ぶ
意
欲
と
伝
え

た
い
意
欲
が
盛
ん
な
地
域
性
を
活
か

し
て
、
各
務
原
市
の
木
曽
川
ア
カ
デ

ミ
ー
を
参
考
に
、
市
民
や
大
学
等
の

講
座
と
連
携
し
た
生
涯
学
習
の
充
実

が
望
ま
れ
る
。
様
々
な
講
座
を
集
め

た
冊
子
の
作
成
や
講
習
の
単
位
認
定

制
度
の
導
入
を
し
な
い
か
。

　

生
涯
学
習
部
長　

情
報
が
分
散
し

て
い
る
現
実
が
あ
る
。
総
合
冊
子
は

非
常
に
有
効
な
手
段
と
考
え
る
の
で

参
考
に
し
た
い
。
単
位
認
定
制
度
に

つ
い
て
は
研
究
に
努
め
た
い
。

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

虚
中
央
教
育
審
議
会
で
は
小
中
一

貫
教
育
の
制
度
化
を
求
め
る
答
申
案

を
示
し
、
早
け
れ
ば
市
町
村
は
２
０

１
６
年
度
か
ら
導
入
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
。
契
こ
う
し
た
国
の
動
き
に

対
す
る
小
金
井
市
教
育
委
員
会
の
見

解
は
。
形
小
金
井
市
と
し
て
も
具
体

的
に
一
歩
踏
み
出
す
の
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
小
学
校
か
ら

中
学
校
に
進
学
す
る
際
の
接
続
を
円

滑
に
す
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
現

状
、
小
中
学
校
の
交
流
・
連
携
は
行

っ
て
い
る
。
形
小
中
学
校
の
一
層
の

連
携
に
努
め
な
が
ら
、
研
究
し
た
い
。

　

教
育
長　

契
小
中
学
校
連
携
の
重

要
性
は
感
じ
る
が
、
大
き
な
成
果
が

出
た
と
の
報
告
は
１
割
程
度
で
、
課

題
は
大
き
い
。
先
進
事
例
を
研
究
し

な
が
ら
、
小
金
井
市
に
適
切
な
方
策

を
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

許
小
金
井
の
歴
史
を
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
。
契
市
史
編
さ
ん

の
進
捗
状
況
は
。
形
小
金
井
の
古
代

か
ら
戦
前
ま
で
の
歴
史
の
ポ
イ
ン
ト

を
紹
介
す
る
学
校
の
副
読
本
を
作
成

し
な
い
か
。
径
市
民
に
も
分
か
り
や

す
い
歴
史
の
冊
子
を
作
ら
な
い
か
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
平
成　

年
度

３０

で
の
通
史
編
の
発
行
が
目
標
。
径

「
小
金
井
市
の
歴
史
散
歩
」
を
改
訂

す
る
予
定
。
意
見
を
参
考
に
し
た
い
。

　

学
校
教
育
部
長　

形
学
習
指
導
要

領
の
内
容
を
踏
ま
え
な
が
ら
研
究
を

進
め
た
い
。

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
主
党
）

　

虚
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
（
社
会
的
包
摂
＝
市
民
の
孤
立
と

排
除
を
な
く
し
て
い
く
理
念
）
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

　

企
画
財
政
部
長　

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
に
係
る
施
策
は
現

時
点
で
も
一
定
程
度
取
り
込
ま
れ
て

い
る
。
最
上
位
計
画
の
第
４
次
基
本

構
想
を
大
き
く
変
え
る
予
定
は
な
い

が
、
後
期
基
本
計
画
期
間
中
に
も
市

民
の
孤
立
や
排
除
を
な
く
す
た
め
、

各
施
策
の
中
で
、
共
生
社
会
の
推
進

を
通
し
て
十
分
に
対
応
し
た
い
。

　

許
児
童
福
祉
審
議
会
答
申
の
検
証

と
、
残
さ
れ
た
課
題
解
消
の
取
組
は

行
わ
れ
て
い
る
か
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

答
申
は
そ
の

後
、
第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱
に
位

置
付
け
ら
れ
、
ピ
ノ
キ
オ
幼
児
園
、

市
民
の
孤
立
と
排
除

市
民
の
孤
立
と
排
除
をを

な
く
す
た
め
の
理
念
を
問

な
く
す
た
め
の
理
念
を
問
うう

小
中
一
貫
教
育
へ

小
中
一
貫
教
育
へ
のの

教
育
委
員
会
の
見
解
を
問

教
育
委
員
会
の
見
解
を
問
うう

学
童
保
育
業
務
に
つ
い
て
は
一
定
の

方
向
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
保
育
料

見
直
し
の
必
要
性
も
位
置
付
け
ら
れ
、

改
定
は
適
正
な
時
期
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。
保
育
業
務
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
平
成　

年　

月
に
公
立
保

２５

１１

育
園
運
営
審
議
会
を
設
置
し
、
公
立

保
育
園
に
お
け
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

現
状
確
認
と
評
価
、
保
護
者
が
求
め

る
保
育
事
業
等
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
る
。
公
立
保
育
園
の
役
割
等
を
丁

寧
に
協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

公
立
保
育
園
以
外
の
施
設
の
方
の
意

見
、
ま
た
、
市
民
の
意
見
を
い
た
だ

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

百
瀬
和
浩
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

　

学
校
教
育
は
基
礎
自
治
体
が
取
り

組
む
最
も
重
要
な
事
業
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
教
育
環
境
や
現
場
に
求
め
ら

れ
る
質
は
、
社
会
情
勢
や
技
術
革
新

な
ど
で
変
化
し
続
け
る
も
の
で
あ
る
。

契
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
普
及
に
よ
り
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
を
教
育
現
場
に
ど
う
活
か

し
て
い
く
の
か
。
形
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の

高
架
化
事
業
が
終
わ
り
南
北
の
分
断

が
解
消
さ
れ
た
今
、
学
校
規
模
の
適

正
化
の
観
点
か
ら
学
区
の
見
直
し
や

自
由
化
が
あ
っ
て
も
し
か
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

を
導
入
し
た
か
ら
授
業
が
良
く
な
っ

た
の
で
は
な
く
、
専
門
性
が
高
く
指

導
力
の
あ
る
教
員
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
授
業
が
変

わ
り
、
学
び
方
が
変
わ
る
と
理
解
し

小
金
井
の
公
教
育

小
金
井
の
公
教
育
のの

更
な
る
発
展
の
た
め

更
な
る
発
展
の
た
め
にに

て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
導
入
し
、

変
え
て
い
く
と
こ
ろ
は
大
胆
に
変
え
、

変
え
て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
は
従
来

ど
お
り
指
導
す
る
。
変
え
る
と
こ
ろ

と
変
え
な
い
と
こ
ろ
を
見
極
め
た
い
。

　

教
育
長　

形
学
区
の
完
全
自
由
化

は
基
本
的
に
間
違
っ
て
い
る
。
学
校

文
化
と
は
、
伝
統
や
文
化
を
大
切
に

自
分
の
育
っ
た
学
校
に
誇
り
を
持
つ

こ
と
で
あ
る
。
地
域
全
体
で
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
育
て
る
風
潮
を
更
に

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

■
そ
の
他
、
教
育
現
場
の
安
全
性
、

学
校
施
設
の
健
全
化
、
自
然
保
護
戦

略
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

災
害
時
要
援
護
者
の
支
援
に
つ
い

て
、
モ
デ
ル
地
区
推
進
事
業
が
行
わ

れ
て
い
る
。
契
ま
だ
こ
の
制
度
自
体
、

住
民
に
は
十
分
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

行
政
と
し
て
、
も
っ
と
き
め
細
か
な
、

そ
し
て
丁
寧
な
説
明
会
を
数
多
く
開

催
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
モ

デ
ル
地
域
の
成
功
例
を
一
つ
一
つ
積

み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。
形

消
防
庁
の
取
組
で
、
自
治
会
と
連
携

し
て
防
火
防
災
診
断
を
進
め
て
い
る

先
進
事
例
が
あ
る
。
災
害
時
要
援
護

者
支
援
プ
ラ
ン
の
道
筋
を
つ
け
る
意

味
で
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
と
ら
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
市
報
へ
の
分

か
り
や
す
い
掲
載
の
仕
方
や
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
作
成
や
配
布
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
方
法
な
ど
、
今

後
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。
で
き
る

災
害
時
の
地
域
に
お
け

災
害
時
の
地
域
に
お
け
るる

共
助
の
取
組
に
つ
い

共
助
の
取
組
に
つ
い
てて

限
り
多
く
市
報
に
掲
載
し
、
市
政
だ

よ
り
等
の
活
用
に
も
努
め
た
い
。
や

は
り
、
何
回
で
も
地
域
の
会
合
等
へ

出
向
き
、
説
明
を
尽
く
し
質
問
に
答

え
る
こ
と
が
効
果
的
だ
と
思
う
。
納

得
い
た
だ
く
ま
で
足
を
運
び
た
い
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

形
同
事
業

は
小
金
井
消
防
署
か
ら
も
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
地
域
へ
の
発
信
に
つ
い
て

は
、
機
会
が
あ
る
ご
と
に
行
っ
て
い

る
。
よ
り
良
い
支
援
体
制
の
構
築
に

向
け
引
き
続
き
対
応
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、「
安
心
し
て
名
簿
を
作

れ
る
環
境
づ
く
り
」
を
提
案
し
ま
し

た
。

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

教
育
委
員
会
制
度
改
定
に
つ
い
て
、

契
ア
ン
ケ
ー
ト
、
意
見
交
換
会
、
施

設
訪
問
等
、
教
育
委
員
会
が
直
接
住

民
・
子
ど
も
・
保
護
者
の
意
見
を
つ

か
む
場
の
設
定
を
。
形
専
用
の
机
や

パ
ソ
コ
ン
な
ど
教
育
委
員
会
が
活
動

す
る
条
件
整
備
を
。
径
教
育
委
員
の

選
任
に
多
様
な
民
意
を
反
映
で
き
る

よ
う
配
慮
を
。
恵
最
高
裁
判
所
の
判

例
の
と
お
り
、
教
育
へ
行
政
が
介
入

す
る
こ
と
は
抑
制
的
で
あ
る
べ
き
で

は
。
慶
市
長
が
定
め
る
教
育
に
関
す

る
「
大
綱
」
は
、
教
育
委
員
会
と
協

議
が
整
わ
な
い
も
の
で
も
教
育
委
員

会
は
意
を
払
わ
な
く
て
よ
い
。「
総

合
教
育
会
議
」
は
人
事
や
教
科
書
を

協
議
事
項
と
す
べ
き
で
は
な
い
の
で

は
。
慧
過
度
な
競
争
は
良
く
な
い
の

で
は
。

教
育
委
員
会
制
度
改

教
育
委
員
会
制
度
改
定定

へ
の
対
応
を
問

へ
の
対
応
を
問
うう

　

学
校
教
育
部
長　

契
地
域
住
民
の

民
意
を
反
映
し
て
い
く
こ
と
は
大
切
。

形
可
能
な
範
囲
で
引
き
続
き
努
力
し

て
い
き
た
い
。
径
教
育
委
員
は
、
法

改
定
後
も
専
門
家
の
み
で
な
く
広
く

社
会
常
識
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
反
映

で
き
る
レ
イ
マ
ン
（
一
般
市
民
）
で

あ
る
。
恵
各
学
校
で
策
定
さ
れ
る
教

育
課
程
、
自
主
的
取
組
を
尊
重
す
る
。

慶「
大
綱
」は
市
長
と
教
育
委
員
会
が

調
整
を
尽
く
し
、
市
長
が
策
定
す
る
。

「
総
合
教
育
会
議
」
は
、
人
事
・
教

科
書
な
ど
政
治
的
中
立
性
の
要
請
が

高
い
事
項
に
つ
い
て
は
協
議
事
項
に

し
な
い
。
慧
十
分
な
配
慮
を
し
た
い
。
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張
り
出
し
た
バ
リ
ケ
ー
ド
が

視
界
を
遮
る

下
水
道
管
路
施
設
更
新
計

下
水
道
管
路
施
設
更
新
計
画画

と
東
大
通
り
拡
幅
状

と
東
大
通
り
拡
幅
状
況況

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

虚
市
の
下
水
道
は
数
年
で
一
般
的

な
耐
用
年
数
の　

年
を
迎
え
、
計
画

５０

性
を
持
っ
た
管
路
施
設
の
更
新
が
必

要
と
考
え
る
。
市
の
方
針
と
計
画
は
。

　

環
境
部
長　

管
路
施
設
の
長
寿
命

化
を
図
り
、
計
画
的
、
効
率
的
な
改

築
更
新
が
必
要
。
平
成　

年
度
に
基

２７

本
計
画
を
策
定
し
、
以
後
、
管
き
ょ

の
調
査
、
設
計
、
施
工
を
計
画
的
に

繰
り
返
し
行
い
、
長
寿
命
化
を
図
る
。

費
用
が
か
か
ら
な
い
有
効
な
工
法
を

取
り
入
れ
、
事
業
費
の
平
準
化
も
図

る
。
下
水
道
施
設
の
長
寿
命
化
対
策

の
財
源
は
、
下
水
道
使
用
料
、
国
と

都
の
補
助
金
、
基
金
な
ど
で
考
え
た

い
が
、
起
債
を
抑
制
し
安
定
し
た
下

水
道
事
業
の
継
続
に
は
、
受
益
者
負

担
の
考
え
方
で
、
下
水
道
使
用
料
引

上
げ
も
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。 　

許
東
大
通
り（
都
市
計
画
道
路
３
・

４
・　

号
線
）
の
拡
幅
工
事
の
進
捗

１１

状
況
は
。

　

都
市
整
備
部
長　

用
地
取
得
の
進

捗
率
は　

％
。
今
年
度
は
地
蔵
通
り

６４

と
の
交
差
点
部
約　

ｍ
の
街
路
築
造

７８

と
電
線
地
中
化
の
工
事
に
着
手
し
て

い
る
。
今
後
は
用
地
取
得
も
含
め
、

事
業
認
可
期
間
の
平
成　

年
度
末
を

２９

目
指
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
。

■
そ
の
他
、「
生
活
保
護
適
用
後
の

調
査
と
指
導
」「
来
る
べ
き
人
口
減
少

社
会
に
向
け
た
市
の
方
針
と
取
組
」

に
つ
い
て
質
問
・
提
案
し
ま
し
た
。

東
京
都
に
よ
り
拡
幅
中
の

東
大
通
り

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

東
小
金
井
駅
東
側
の「
の
の
み
ち
」

に
つ
い
て
、
契
オ
ー
プ
ン
後
、
未
整

備
の
（
仮
称
）
東
小
金
井
市
政
セ
ン

タ
ー
建
設
予
定
地
を
囲
む
バ
リ
ケ
ー

ド
が
道
路
ま
で
張
り
出
し
て
い
る
た

め
、
歩
道
が
分
断
さ
れ
る
上
に
駅
側

か
ら
「
の
の
み
ち
」
の
様
子
が
見
え

な
く
な
っ
て
い
る
。
早
急
な
対
策
を
。

形
現
状
、
向
か
い
側
は
区
画
整
理
用

地
の
フ
ェ
ン
ス
が
続
き
、
景
観
的
な

面
で
寂
し
い
感
じ
が
す
る
こ
と
が
否

め
な
い
。
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
を
作

る
機
会
を
逃
さ
ず
、
早
期
に
事
業
が

進
む
こ
と
を
市
民
も
望
ん
で
い
る
の

で
は
な
い
か
。
径
高
架
の
柱
で
は
地

域
の
名
所
や
逸
話
な
ど
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
面
白
い
。
多
く
の
人
が
目
を

留
め
る
試
み
な
の
で
、
市
が
Ｐ
Ｒ
し

た
い
場
所
や
逸
話
の
掲
載
を
積
極
的

「
の
の
み
ち
」
を
分
断
す

「
の
の
み
ち
」
を
分
断
す
るる

バ
リ
ケ
ー
ド
の
移
設

バ
リ
ケ
ー
ド
の
移
設
をを

に
働
き
か
け
て
み
て
は
ど
う
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
（
仮
称
）
東

小
金
井
市
政
セ
ン
タ
ー
の
工
事
開
始

ま
で
の
間
、
バ
リ
ケ
ー
ド
を
移
設
し
、

の
の
み
ち
が
つ
な
が
る
よ
う
整
備
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

協
議
し
た
い
。
年
明
け
に
も
施
工
で

き
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
担
当
部
長　

形
こ
の

場
所
は
平
成　

年
以
降
に
工
事
を
予

２９

定
し
て
い
る
。
仮
換
地
指
定
後
は
速

や
か
に
土
地
を
有
効
活
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
所
有
者
に
お
願
い
す
る
。

　

市
民
部
長　

径
回
遊
性
向
上
の
た

め
に
も
機
会
を
捉
え
話
し
て
み
た
い
。

岸
田
正
義
（
市
議
会
民
主
党
）

　

虚
不
登
校
児
童
の
対
応
に
つ
い
て
、

契
担
任
以
外
の
相
談
体
制
は
。
形
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
相
談
体
制
の
情
報

が
な
く
、
案
内
す
べ
き
。
径
ど
こ
に

も
相
談
で
き
て
い
な
い
家
庭
に
届
け

る
支
援
が
必
要
で
は
。
恵
不
登
校
の

対
策
に
は
未
然
予
防
が
重
要
で
は
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
教
育
相
談
所
で
対
応
。

形
早
急
に
研
究
し
て
取
り
組
む
。
径

学
校
の
取
組
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、

地
域
の
教
育
力
に
大
き
く
期
待
す
る
。

　

教
育
長　

恵
対
症
療
法
で
は
だ
め
。

未
然
予
防
は
大
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド
。

　

許
不
登
校
の
未
然
予
防
に
は
、
学

校
や
地
域
の
最
小
単
位
で
あ
る
家
庭

へ
の
教
育
支
援
が
必
要
。
文
部
科
学

省
も
教
育
基
本
法
を
改
正
し
て
家
庭

教
育
の
重
要
性
を
位
置
付
け
、
財
政

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
活

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
活
用用

で
不
登
校
未
然
予
防

で
不
登
校
未
然
予
防
をを

措
置
も
し
て
い
る
。
待
つ
支
援
か
ら

届
け
る
支
援
の
た
め
に
保
護
者
へ
寄

り
添
い
、
情
報
を
伝
え
て
家
庭
と
地

域
や
学
校
を
つ
な
げ
る
「
家
庭
教
育

支
援
チ
ー
ム
」
の
活
用
を
。
契
不
登

校
児
童
へ
の
対
応

に
つ
い
て
果
た
す

役
割
は
大
き
い
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

形
情
報
が
届
か
ず

苦
し
む
家
庭
を
な

く
す
た
め
に
も
取

り
組
む
べ
き
。

　

生
涯
学
習
部
長

　

契
不
登
校
の
課

題
に
果
た
す
役
割
も
あ
る
と
思
う
。

　

市
長　

形
経
験
豊
富
な
方
々
が
家

庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
を
結
成
し
援
助

を
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
。
対
応
で

き
る
も
の
は
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

子どもたちが安心して登校で
きるために

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

契
貫
井
前
原
循
環
の
朝
の
時
間
帯

の
運
行
実
現
に
向
け
た
検
討
状
況
と

課
題
整
理
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
形
野
川
・
七
軒
家
循
環

は
、
コ
コ
バ
ス
に
乗
れ
な
い
「
乗
り

残
し
」
が
発
生
し
て
い
る
。
し
か
も

高
齢
者
の
利
用
が
多
い
の
が
特
徴
で

あ
る
。
増
便
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
示
す
べ
き
。

　

交
通
対
策
課
長　

契
現
在
の
路
線

で
は
、
一
部
の
区
間
で
交
通
規
制
が

か
か
っ
て
い
る
こ
と
や
道
路
幅
員
が

狭
い
場
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
通
学

時
間
帯
に
運
行
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
を
通
ら
ず
に
迂
回

す
る
ル
ー
ト
と
し
て
、
小
金
井
警
察

署
経
由
で
新
小
金
井
街
道
を
南
下
す

る
ル
ー
ト
を
採
用
す
る
こ
と
で
運
行

事
業
者
等
に
確
認
し
て
い
る
が
、
難

「
貫
井
前
原
」「
七
軒
家

「
貫
井
前
原
」「
七
軒
家
」」

コ
コ
バ
ス
の
充
実

コ
コ
バ
ス
の
充
実
をを

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
引
き
続

き
、
運
行
事
業
者
等
と
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
。
形
車
両
を
１
台
増
車

す
る
と
な
る
と
、
現
在
の
運
行
補
助

額
に
さ
ら
に
１
千
万
円
程
度
の
費
用

が
必
要
と
な
る
。
改
善
策
が
見
い
だ

せ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

市
長　

形
満
員
で
運
行
し
て
も
採

算
が
合
わ
な
い
の
は
初
め
か
ら
分
か

っ
て
い
る
。
福
祉
の
要
素
も
含
め
、

高
齢
者
・
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
た

め
に
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
運
行
し

て
い
る
。
最
低
限
の
保
障
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
認
知
症
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

質
問
す
る
。
契
早
期
発
見
早
期
治
療

対
策
に
つ
い
て
、
軽
度
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
が
地
域
支
援
事
業
に
移
行
さ
れ

る
こ
と
に
よ
る
影
響
を
ど
う
考
え
る

の
か
。
形
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど

支
援
に
結
び
つ
き
に
く
い
人
た
ち
へ

の
支
援
の
強
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

径
成
年
後
見
人
制
度
の
充
実
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
現
状
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
恵
地
域
で
生
活
を
支

え
支
援
し
て
い
く
た
め
に
市
民
後
見

人
制
度
が
重
要
で
あ
る
。
制
度
の
立

ち
上
げ
と
充
実
を
行
わ
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
ご
自
身
や
周

囲
の
方
の
気
づ
き
が
大
事
で
あ
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
で
の
サ

ー
ビ
ス
の
中
で
発
見
・
対
応
し
て
い

く
。
形
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

認
知
症
対
策
と
市
民
成

認
知
症
対
策
と
市
民
成
年年

後
見
人
制
度
の
拡
充

後
見
人
制
度
の
拡
充
をを

職
員
が
中
心
と
な
っ
て
適
切
な
医
療

支
援
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
し
た
い
。

径
今
後
さ
ら
に
需
要
が
増
え
て
い
く

と
考
え
ら
れ
、
受
皿
が
不
足
す
る
現

状
も
あ
る
。

　

地
域
福
祉
課
長　

恵
市
民
後
見
人

の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
養
成

事
業
を
早
期
に
開
始
す
る
た
め
に
準

備
を
行
っ
て
い
る
。

　

許
梶
野
築
樋
は
市
の
歴
史
的
遺
構

で
あ
り
、
案
内
板
を
整
備
す
る
な
ど

Ｐ
Ｒ
を
強
化
す
る
こ
と
や
、
文
化
財

指
定
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

生
涯
学
習
部
長　

現
在
あ
る
案
内

板
の
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

都
道
の
順
調
な
整
備
が
望
ま
れ
て

い
る
。
平
成　

年
２
月
か
ら　

年
間

１７

１０

に
お
け
る
、「
第
２
次
交
差
点
す
い

す
い
プ
ラ
ン
」
の
現
状
を
踏
ま
え
、

平
成　

年
度
か
ら
向
こ
う　

年
間
の

２７

１０

推
進
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と

東
京
都
と
連
動
し
た
動
き
を
と
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
契
小
金
井
市
内
の

都
道
に
お
け
る
今
後
の
進
め
方
は
。

形
交
差
点
す
い
す
い
プ
ラ
ン
の
市
内

の
動
向
は
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
東
大
通
り
で

は
、
交
差
点
の
街
路
築
造
工
事
と
、

電
線
類
地
中
化
の
た
め
の
設
置
工
事

に
着
手
し
て
い
る
。
小
金
井
街
道
で

は
、
武
蔵
小
金
井
駅
北
口
の
東
側
に

あ
る
、
狭
あ
い
な
歩
道
箇
所
の
用
地

取
得
に
伴
う
調
整
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
中
央
線
高
架
南
側
か
ら
前
原

都
道
整
備
の
順
調
な
進
捗

都
道
整
備
の
順
調
な
進
捗
をを

坂
上
交
差
点
ま
で
は
、
用
地
取
得
が

約　

％
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
街

９６
路
築
造
工
事
を
進
め
て
い
く
。
連
雀

通
り
で
は
、
東
京
都
と
委
託
協
定
を

締
結
し
、
用
地
取
得
と
街
路
築
造
工

事
を
２
か
所
で
行
っ
て
い
る
。
形
交

差
点
す
い
す
い
プ
ラ
ン
は
、
東
京
都

の
事
業
と
し
て
右
折
車
線
等
の
渋
滞

対
策
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
現
在

ま
で
に
市
内
で
事
業
完
了
し
て
い
る

の
は
、
小
金
井
市
保
健
セ
ン
タ
ー
前

交
差
点
、
貫
井
北
町
一
丁
目
交
差
点
、

前
原
坂
上
交
差
点
、
前
原
坂
下
交
差

点
の
４
か
所
で
あ
り
、
ほ
か
２
か
所

に
つ
い
て
は
完
了
し
て
い
な
い
。



平成２７年（２０１５年）２月１３日発行 （２４５号）　 　－６－市 議 会 だ よ り

使
い
勝
手
が
悪
す
ぎ
る
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
本
人
作
成
・
提
出
資
料
）

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
望
ま
れ
る

は
け
の
道
沿
い
の
公
衆
ト
イ
レ

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　

契
市
の
広
報
全
体
と
し
て
の
情
報

発
信
の
強
化
や
広
報
の
充
実
に
関
す

る
目
標
設
定
は
。
形
他
の
自
治
体
で

は
ど
こ
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
担
当

は
広
報
に
あ
た
る
部
署
だ
が
、
本
市

は
情
報
シ
ス
テ
ム
課
で
あ
る
。
こ
こ

は
内
部
情
報
シ
ス
テ
ム
を
扱
う
部
署

で
あ
り
、
外
部
へ
の
情
報
発
信
の
専

門
部
署
で
は
な
い
。
広
報
係
で
担
当

す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
径
必
要

な
の
は
広
報
戦
略
で
あ
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
含
め
て
広
報
係
で
一
元
管

理
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
恵
本
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
多
摩
地
域
最
悪

の
デ
ザ
イ
ン
、
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ

（
使
い
や
す
さ
）
で
あ
る
。
探
し
た

い
情
報
に
た
ど
り
着
き
に
く
く
、
そ

の
た
め
市
へ
の
問
合
せ
も
多
い
の
で

は
な
い
か
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
べ
き
。

広
報
体
制
の
整
備
こ

広
報
体
制
の
整
備
こ
そそ

効
果
の
高
い
行
革
で
あ

効
果
の
高
い
行
革
で
あ
るる

　

企
画
財
政
部
長　

契
目
標
設
定
の

重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
量
よ

り
質
の
向
上
を
目
指
し
て
取
り
組
む
。

　

市
長　

形
ご
意
見
と
し
て
聞
い
て

お
く
が
、
今
の
や
り
方
も
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。
径
ど
の
部
署
が
担
当

す
る
か
ご
意
見
と
し
て
聞
い
て
お
く
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
課
長　

恵
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
と
い
う
意
見
だ
が
、
改
善
で

き
る
も
の
は
改
善
し
、
分
か
り
や
す

い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
努
め
て

い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、「
な
ぜ
協
働
の
仕
組
み

づ
く
り
が
進
ま
な
い
の
か
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
質
問
・
提
案
し
ま
し
た
。

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

虚
市
が
一
括
購
入
す
る
単
価
契
約

品
の
洗
剤
は
徐
々
に
合
成
洗
剤
か
ら

石
鹸
へ
と
切
り
替
わ
っ
て
い
る
。
契

化
学
物
質
の
影
響
か
ら
子
ど
も
を
守

る
た
め
、
学
校
や
学
童
な
ど
で
は
石

鹸
に
変
え
よ
。
形
石
鹸
と
合
成
洗
剤

の
違
い
に
つ
い
て
職
員
研
修
に
取
り

入
れ
よ
。
径
両
親
学
級
で
妊
娠
中
か

ら
化
学
物
質
の
影
響
を
学
べ
る
石
鹸

学
習
が
必
要
。
赤
ち
ゃ
ん
の
肌
を
病

原
菌
か
ら
守
る
た
め
、
沐
浴
剤
で
洗

い
過
ぎ
な
い
よ
う
情
報
提
供
を
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
学
童
保
育

の
該
当
す
る
製
品
は
配
慮
し
た
い
。

　

環
境
部
長　

形
職
員
研
修
で
石
鹸

に
触
れ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　

径
妊
娠
中
の
気

持
ち
の
持
ち
方
や
父
親
の
育
児
参
加

が
中
心
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

石
鹸
利
用
／
空
き
家

石
鹸
利
用
／
空
き
家
をを

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
にに

　

許
利
活
用
で
き
る
空
き
家
の
割
合

は
２
・
３
％
と
言
わ
れ
、
仮
に
そ
の

半
数
で
も
市
内
で　

戸
あ
る
こ
と
に

５８

な
る
。
契
福
祉
利
用
、
有
効
活
用
の

た
め
の
実
態
調
査
と
窓
口
設
置
の
考

え
は
。
形
社
会
福

祉
協
議
会
の
地
域

福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
支
援
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
の
充
実
を
。

　

ま
ち
づ
く
り
担

当
部
長　

契
住
宅

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
も
不
動
産
関
連

業
者
と
の
連
携
で
、
空
き
家
有
効
活

用
を
図
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
福

祉
利
用
や
窓
口
設
置
は
研
究
課
題
。

　

福
祉
保
健
部
長　

形
連
携
の
必
要

性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

南
小
学
校
の
保
護
者
か
ら
「
帰
宅

途
中
に
、
武
蔵
野
公
園
内
の
通
学
路

に
お
い
て
児
童
へ
の
不
審
な
声
か
け

や
痴
漢
行
為
が
あ
っ
た
。
は
け
の
道

の
公
衆
ト
イ
レ
近
辺
も
死
角
が
あ
り
、

暗
く
な
る
と
危
険
だ
。
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
し
て
ほ
し
い
。」と
い
っ
た
声

が
届
い
て
い
る
。
契
各
小
学
校
か
ら

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
の
要

望
は
あ
る
か
。
形
平
成　

年
度
か
ら

２６

の
都
の
通
学
路
防
犯
設
備
整
備
事
業

を
利
用
し
、
東
町
方
面
か
ら
南
小
学

校
へ
の
通
学
路
へ
早
急
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
て
、
安
全
確
保
を
。
径

は
け
の
道
沿
い
の
ト
イ
レ
は
公
園
施

設
内
な
の
で
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
が
可

能
で
は
な
い
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
通
学
路
へ
の

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
要
望
は
、
９
校

南
小
学
校
の
通
学
路

南
小
学
校
の
通
学
路
へへ

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
をを

中
８
校
あ
っ
た
。
形
子
ど
も
た
ち
の

見
守
り
は
、
地
域
の
力
を
基
本
に
、

学
校
と
地
域
と
の
連
携
が
進
む
よ
う

対
応
す
る
。
都
の
新
規
事
業
に
つ
い

て
は
、
学
校
、
地
域
、
住
民
等
の
合

意
、
設
置
場
所
の
承
認
と
と
も
に
、

根
拠
条
例
の
策
定
、
地
域
へ
の
説
明
、

予
算
化
が
必
要
と
な
る
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

径
東
京
都

へ
の
要
望
と
し
て
お
伝
え
す
る
。

■
そ
の
他
、
福
祉
会
館
建
て
替
え
時

に
は
、
視
覚
障
が
い
者
の
た
め
に
活

動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
要
望

し
て
い
る
録
音
室
を
設
置
す
る
こ
と

を
要
望
し
ま
し
た
。

市民と職員が一緒に作った
「蛙ポスター」

渡
辺
大
三
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

　

虚
市
民
の
市
財
政
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。
財
政
健
全
化
条

例
を
求
め
る
意
欲
的
な
意
見
も
出
さ

れ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
ぜ
ひ

制
定
す
べ
き
と
思
う
が
、
市
長
に
そ

の
意
思
は
あ
る
か
。
来
年
度
の
予
算

に
、
条
例
策
定
の
た
め
の
市
民
参
加

の
委
員
会
設
置
予
算
を
計
上
し
て
も

ら
い
た
い
。

　

企
画
財
政
部
長　

財
政
健
全
化
法

に
基
づ
く
本
市
の
健
全
化
判
断
比
率

は
、
健
全
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
条

例
の
制
定
は
時
期
尚
早
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
先
進
市
の
条
例
も
参
考

に
し
な
が
ら
研
究
し
た
い
。

　

許
精
神
障
が
い
回
復
途
上
者
デ
イ

ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
。
関
係
者
か
ら

存
続
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
、

何
と
か
な
ら
な
い
か
と
の
話
が
あ
っ

財
政
健
全
化
条
例
を
求
め

財
政
健
全
化
条
例
を
求
め
るる

市
民
の
声
に
応
え

市
民
の
声
に
応
え
よよ

た
。
細
か
く
背
景
を
調
べ
る
と
、
市

が　

万
円
の
予
算
を
約　

万
円
も
削

２４５

９０

る
と
い
う
要
求
を
し
た
た
め
、
危
機

感
を
抱
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
来

年
度
も
事
業
を
存
続
で
き
る
対
応
を

考
え
て
い
た
だ
け
る
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

利
用
者
に
影
響

が
な
い
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
市
庁
舎
建
設
問
題
に
関

し
て
、
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
場
跡
地
へ

の
建
設
に
向
け
た
基
本
設
計
予
算
の

執
行
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
な
お
、

財
政
事
情
を
考
慮
し
て
、
床
面
積
を

縮
減
し
て
の
「
二
段
階
工
事
」
を
提

案
し
ま
し
た
。

林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

虚
２
０
１
５
年
４
月
か
ら
の
教
育

委
員
会
制
度
改
革
に
向
け
て
、
市
の

状
況
を
問
う
。
契
総
合
教
育
会
議
の

設
置
条
例
を
制
定
す
る
予
定
は
。
形

「
教
育
、
学
術
及
び
文
化
の
振
興
に

関
す
る
総
合
的
な
施
策
の
大
綱
」
を
、

４
月
ま
で
に
制
定
す
る
の
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
会
議
設
置
は

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
の
第
１
条
の
４
に
規
定
さ
れ

て
お
り
、
条
例
制
定
の
必
要
は
な
い

と
理
解
し
て
い
る
。
運
用
に
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
も
総
合
教
育
会
議
で

決
め
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
て
い

る
。
形
現
段
階
で
の
答
弁
は
難
し
い
。

　

許
市
民
に
開
か
れ
た
教
育
委
員
会

に
し
て
い
く
た
め
に
、
契
教
育
委
員

会
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
懇
談
会
の
復

教
育
委
員
会
制
度
改
革

教
育
委
員
会
制
度
改
革
にに

向
け
た
市
の
状
況
を
問

向
け
た
市
の
状
況
を
問
うう

活
を
。
形
教
育
委
員
に
市
民
公
募
を
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
社
会
教
育
委

員
と
の
意
見
交
換
は
年
１
回
行
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
公
式
に
行
っ

て
い
る
も
の
は
な
い
。
意
見
は
、
教

育
委
員
に
伝
え
た
い
。

　

市
長　

形
教
員
経
験
者
、
都
な
ど

に
意
見
が
言
え
る
、
市
や
市
の
学
校

を
よ
く
知
っ
て
い
る
な
ど
、
一
定
の

基
準
の
中
か
ら
、
自
分
の
知
っ
て
い

る
方
に
お
願
い
し
て
い
る
。
そ
の
考

え
に
変
わ
り
は
な
い
。

■
そ
の
他
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
の
取
組
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

虚
口
腔
ケ
ア
は
重
要
だ
と
考
え
質

問
を
重
ね
て
き
た
。
口
の
中
の
細
菌

が
、
重
い
心
臓
病
、
糖
尿
病
、
肺
炎

等
の
発
症
の
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ

り
、「
口
腔
ケ
ア
が
健
康
寿
命
の
か

ぎ
を
握
る
」
と
い
う
報
道
が
最
近
も

あ
っ
た
。
契
「
口
腔
ケ
ア
」
に
つ
い

て
の
講
演
会
を
更
に
定
期
的
に
行
い
、

啓
発
に
努
め
な
い
か
。
形
「
口
腔
が

ん
検
診
」
の
拡
充
を
行
わ
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
定
期
的
に
講

演
会
を
実
施
し
、
口
腔
ケ
ア
の
啓
発

に
努
め
た
い
。
形
募
集
を
す
る
と
、

ほ
ぼ
２
日
間
で
定
員
に
達
す
る
。
歯

科
医
師
会
と
相
談
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

許
発
達
障
が
い
へ
の
支
援
に
つ
い

て
。
契
早
期
発
見
の
た
め
に
「
５
歳

児
健
診
」
を
行
わ
な
い
か
。
形
自
閉

症
の
子
ど
も
の
親
へ
の
支
援
の
た
め
、

健
康
を
守
る
「
口
腔
ケ
ア

健
康
を
守
る
「
口
腔
ケ
ア
」」

に
つ
い

に
つ
い
てて

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
親
の
悩

み
に
寄
り
添
っ
た
書
籍（「
自
閉
症
の

僕
が
跳
び
は
ね
る
理
由
」
等
）
の
拡

充
を
行
わ
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
今
後
、
研
究

し
な
が
ら
、
現
状
の
中
で
考
え
る
。

形
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
、
よ

り
参
考
と
な
る
良
い
書
籍
を
選
考
し

て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、「
福
祉
機
器
展
示
場
『
ふ

れ
愛
セ
ン
タ
ー
』
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
も
得
て
、
介
護
に
つ
い
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
更

な
る
周
知
を
行
わ
な
い
か
。」と
提
案

を
し
ま
し
た
。
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小金井市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます

高
架
下
に
残
る（
仮
称
）東
小
金
井

市
政
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地

購
入
を
撤
回
し
た
第
二
庁
舎

（
リ
ー
ス
庁
舎
）

小
金
井
市
保
険
年
金
課
か
ら
送
付

さ
れ
た
カ
ー
ド

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

虚
契
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

の
有
効
利
用
と
コ
ー
ル
・
リ
コ
ー
ル

制
度
の
継
続
で
受
診
率
の
向
上
を
。

形
乳
が
ん
手
術
後
の
乳
房
再
建
の
保

険
適
用
を
周
知
す
る
等
、
が
ん
抑
圧

月
間
や
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月
間
で
更
な

る
「
が
ん
対
策
」
に
取
り
組
む
べ
き
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
個
別
再
勧
奨

と
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
に
よ
り
、
昨
年

同
期
と
比
較
し
て
乳
が
ん
検
診
は　
４０

人
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
は　

人
、
受

１６７

診
者
が
増
え
た
。
今
後
は
国
の
動
向

を
踏
ま
え
適
切
に
対
応
し
た
い
。
形

乳
房
再
建
は
医
療
行
為
に
係
る
た
め

周
知
に
は
限
界
が
あ
る
が
、
今
後
も

が
ん
対
策
の
周
知
啓
発
に
努
め
た
い
。

　

許
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
３
回
に
わ
た
り

安
全
声
明
を
掲
示
し
、
日
本
の
現
状

「
が
ん
」
か
ら
女
性

「
が
ん
」
か
ら
女
性
のの

生
命
と
健
康
を
守
る
た
め

生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
にに

を
危
惧
し
て
い
る
。
正
し
い
情
報
発

信
を
行
い
、
安
全
で
効
果
的
な
ワ
ク

チ
ン
接
種
と
検
診
率
の
向
上
で
、
急

増
す
る
子
宮
頸
が
ん
の
征
圧
を
。

　

福
祉
保
健
部
長　

今
年
度
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
者
は
０
人
。
予
防
接
種
の

効
果
と
リ
ス
ク
、
検
診
の
重
要
性
を

提
示
し
最
新
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
や

す
い
環
境
を
整
え
て
き
た
。
今
後
も

分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
を
し
た
い
。

　

距
市
民
待
望
の
（
仮
称
）
東
小
金

井
市
政
セ
ン
タ
ー
の
早
期
整
備
を
。

　

企
画
財
政
部
長　

高
架
下
の
整
備

が
進
む
中
、
で
き
る
だ
け
早
い
段
階

で
整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

　

市
長
は
前
定
例
会
で
新
庁
舎
建
設

を
凍
結
し
第
二
庁
舎
買
い
取
り
案
を

提
案
し
た
が
、
議
会
の
抵
抗
で
撤
回

し
た
。
今
後
の
計
画
は
従
来
の
計
画

に
戻
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
の
経
費
が
一
番
安
価
だ
か
ら
で
あ

る
。
６
千
釈
の
床
面
積
の
賃
借
庁
舎

に
、　

年
間
で　

億
円
を
超
え
る
賃

２０

５０

貸
料
を
支
払
っ
て
き
た
。
１
万
３
千

釈
の
新
庁
舎
の
建
設
費
も　

億
円
を

５０

超
え
る
が
、　

年
以
上
使
え
る
。
こ

５０

れ
を
比
較
す
れ
ば
、
２
分
の
１
の
面

積
で
２
分
の
１
の
期
間
と
い
う
こ
と

で
４
分
の
１
の
行
政
効
果
に
同
じ　
５０

億
円
を
費
や
し
た
こ
と
に
な
る
。
４

分
の
３
は
無
駄
遣
い
と
言
わ
れ
て
も

反
論
で
き
な
い
。
見
解
を
求
め
る
。

　

庁
舎
建
設
等
担
当
部
長　

建
設
に

つ
い
て
は
、
事
業
凍
結
を
視
野
に
入

新
庁
舎
建
設
は
計
画
ど
お

新
庁
舎
建
設
は
計
画
ど
お
りり

進
め
る
べ
き
で
あ

進
め
る
べ
き
で
あ
るる

れ
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
検
討
す
る
と

し
た
平
成　

年
６
月
の
時
点
に
戻
っ

２６

た
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

　

市
長　

第
二
庁
舎
は
土
地
代
が
約

　

億
円
で
建
物
は
６
億
円
で
あ
る
。

１２４
年
間
の
賃
借
料
が
９
億
円
な
の
で
、

買
っ
て
し
ま
っ
た
方
が
良
い
と
考
え

て
い
た
。

■
そ
の
他
、「
学
校
給
食
に
輸
入
食

材
を
使
用
し
な
い
宣
言
を
す
べ
き
」

と
し
て
安
全
な
給
食
の
提
供
、「
保

存
樹
木
の
指
定
と
解
除
」
と
し
て
適

切
な
管
理
の
指
導
、「
小
中
学
校
に

お
け
る
体
験
型
授
業
」
の
積
極
的
な

活
用
を
、
そ
れ
ぞ
れ
求
め
ま
し
た
。

中
根
三
枝
（
自
民
党
小
金
井
）

　

虚
医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
る
医
療

用
医
薬
品
は
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）

と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医

薬
品
）
の
２
種
類
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
は
新
薬
の
特
許
期
間
が
過
ぎ

た
後
に
ほ
か
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
製
造

販
売
さ
れ
、
有
効
成
分
、
効
き
目
、

品
質
、
安
全
性
が
新
薬
と
同
じ
で
あ

る
こ
と
を
条
件
に
国
か
ら
承
認
さ
れ
、

価
格
は
新
薬
の
２
～
６
割
に
設
定
さ

れ
て
い
る
。
契
本
市
で
の
利
用
状
況

は
。
形
医
療
費
の
削
減
効
果
は
。
径

情
報
や
知
識
を
周
知
す
べ
き
で
は
。

　

市
民
部
長　

契
平
成　

年
７
月
調

２６

剤
分
で
、
５
万
８
千　

件
の
う
ち
１

２３７

万
５
千　

件
が
利
用
。
形
自
己
負
担

９９８

額
も
含
め
て
約
２
千　

万
円
と
な
る
。

２００

径
本
市
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、
平

成　

年
か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

２５

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
やや

自
動
販
売
機
の
有
効
活

自
動
販
売
機
の
有
効
活
用用

に
切
り
替
え
た
場
合
の
差
額
通
知
を

実
施
。
昨
年
度
は　

月
に
２
千　

人

１０

２６７

へ
通
知
し
、
今
年
５
月
に
は
こ
の
う

ち　

人
が
切
り
替
え
た
。
今
年
度
は

２０１
通
知
回
数
を
２
回
に
増
や
す
予
定
。

　

許
本
市
の
自
動
販
売
機
に
つ
い
て
、

契
設
置
台
数
は
。
形
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
の
自
動
販
売
機
を
利
用
者
が
分

か
り
や
す
い
場
所
に
置
く
べ
き
。

　

環
境
部
長　

契
清
里
山
荘
を
含
め
、

　

箇
所
に　

台
設
置
さ
れ
て
い
る
。

１８

３４

　

市
民
部
長　

形
施
設
内
で
の
移
設

は
難
し
い
が
、
設
置
場
所
の
周
知
を

指
定
管
理
者
と
も
協
議
し
な
が
ら
早

期
実
現
に
向
け
調
整
を
進
め
る
。

　議会基本条例（案）策定の進捗状況、会議録、
今後の開催日程等は、市ホームページからご覧い
ただけます。
過去の開催日程
　葛第２４回＝平成２６年１２月２２日（月）
　葛第２５回＝１月２６日（月）
　葛第２６回＝２月４日（水）
　葛第２７回＝２月１２日（木）

議会基本条例策定代表者会議

「声の議会だより」「声の議会だより」のの
デイジーCDでのお届けを開始しまデイジーCDでのお届けを開始しますす

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
来
年
度
か
ら
介
護
保
険
制
度
が

変
更
さ
れ
、
軽
度
の
介
護
者
を
制
度

か
ら
外
す
新
総
合
事
業
へ
の
移
行
な

ど
が
行
わ
れ
る
が
、
高
齢
者
の
権
利

を
侵
害
す
る
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

問
題
で
あ
る
。
契
介
護
福
祉
条
例
に

う
た
わ
れ
た
「
人
間
と
し
て
の
尊
厳

と
人
権
が
守
ら
れ
」「
家
族
及
び
地
域

社
会
の
一
員
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ

る
」
と
の
立
場
を
堅
持
し
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
な
い
か
。
形
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
も
介
護
の
補
助
が
で
き
る
新

総
合
事
業
へ
の
移
行
は
利
用
者
や
事

業
所
と
の
調
整
が
必
要
で
あ
る
。
来

年
度
の
実
施
を
延
期
し
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
新
総
合
事
業

へ
の
移
行
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

い
て
行
う
。
形
来
年
度
か
ら
の
実
施

改
定
さ
れ
た
介
護
保

改
定
さ
れ
た
介
護
保
険険

に
つ
い
て
再
び
問

に
つ
い
て
再
び
問
うう

は
困
難
で
あ
る
。　

　

許
来
年
度
か
ら
始
ま
る
新
た
な
保

育
制
度
に
つ
い
て
、
契
市
が
行
っ
て

い
る
単
独
補
助
を
廃
止
し
な
い
よ
う

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
形
保
育
料

の
算
定
基
準
が
所
得
税
か
ら
住
民
税

に
変
更
さ
れ
る
。
負
担
増
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
径

保
育
料
以
外
の
負
担
や
時
間
外
保
育

の
利
用
者
負
担
を
助
成
し
な
い
か
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
一
律
に
廃

止
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

形
ご
指
摘
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
対
応

し
た
い
。
径
方
針
が
国
か
ら
示
さ
れ

た
後
、
対
応
を
検
討
し
た
い
。

片
山　

薫
（
市
民
自
治
）

　

虚
福
島
原
発
事
故
は
苛
酷
事
故
で

あ
り
、
収
束
し
て
い
な
い
。
現
在
も

大
量
の
汚
染
水
が
海
洋
放
出
さ
れ
、

今
後
は
海
産
物
や
加
工
品
の
汚
染
が

問
題
に
な
る
。
契
市
民
測
定
の
放
射

能
測
定
器
の
現
状
は
。
形
消
費
者
庁

の
測
定
器
貸
与
の
受
付
状
況
は
。
径

今
後
の
測
定
継
続
と
機
械
の
更
新
は
。

　

経
済
課
長　

契
７
月
の
故
障
後
、

修
理
業
者
探
し
が
難
航
し
た
が
、　
１２

月
に
修
理
。
測
定
待
機
数
は　

件
。

１６

形
現
在
も
貸
与
を
行
っ
て
い
る
。

　

市
長　

径　

年
前
の
導
入
時
の
こ

２４

と
は
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
使
い
方

が
良
く
、
現
在
も
使
用
可
能
。
補
修

の
費
用
は
市
が
負
担
す
る
の
で
、
こ

の
機
械
を
使
っ
て
ほ
し
い
。

　

許
契
公
民
館
運
営
審
議
会
は
、
東

分
館
委
託
は
拙
速
と
い
う
答
申
を
作

放
射
能
測
定
器
の
現
状

放
射
能
測
定
器
の
現
状
／／

東
セ
ン
タ
ー
の
委
託
問

東
セ
ン
タ
ー
の
委
託
問
題題

成
中
。
図
書
館
協
議
会
で
は
、
諮
問

の
あ
り
方
に
疑
問
を
抱
い
て
辞
め
た

委
員
も
い
る
。
委
託
の
方
針
は
ど
う

決
ま
っ
た
の
か
。
形
委
託
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。
径
福
祉
会
館
の
建
て
替

え
案
に
公
民
館
本
館
が
な
い
。
社
会

教
育
の
観
点
か
ら
の
今
後
の
方
針
は
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
や
貫
井
北
セ
ン
タ
ー
委
託
の

評
価
を
踏
ま
え
、
理
事
者
と
協
議
し
、

諮
問
を
決
定
し
た
。
答
申
後
に
行
政

決
定
を
行
う
。
形
詳
細
は
検
討
中
。

径
社
会
教
育
と
い
う
よ
り
生
涯
学
習
。

多
く
の
市
民
参
加
に
つ
な
が
る
市
民

協
働
・
公
民
連
携
の
中
で
考
え
る
。

視覚に障がいのある方へ

　視覚に障がいのある方を対象に、カセットテー
プに市議会だよりの内容を収録した「声の議会だ
より」をお届けしています。
　今号からカセットテープによる提供に加え、デ
イジーＣＤでのお届けを開始します。
　デイジーＣＤは、専用の再生機を使用すること
で、聞きたい箇所をすばやく探すことができます。
また、パソコン等で再生をすることもできます。
　ご家族やお知り合いに視覚に障がいのある方が
いましたら、ご利用をお勧めください。ご希望の
方は、電話で議会事務局へお申し込みください。
　なお、収録はボランティアグループの「対面朗
読の会」のご協力をいただいています。
【対象】
　原則として障害者手帳１～６級の視覚障がいの
ある方
【申込】
　議会事務局（☎042－387－9947）
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謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違
医 医次の定例会は 開会予定です。平成２７年２月２３日（月）

市 議 会 だ よ り

議　

決　

結　

果

【会派略称】　 　　　　　自：自由民主党小金井市議団　共：日本共産党小金井市議団
公：小金井市議会公明党　民：小金井市議会民主党　　　リ：リベラル保守の会
ネ：生活者ネットワーク　改：改革連合　　　　　　　　治：市民自治こがねい
会：こがねい市民会議　　お：小金井をおもしろくする会意 見 書 ・ 決 議 の 審 議 結 果
○：賛成  ×：反対  △：退席  −：欠席（病気療養）  議：議長（原則、採決には加わらず）

お会治改改ネネリリ民民公公公公共共共共自自自自自
※可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。要旨原稿は提案議員が
作成しています。

白
井　
　

亨

斎
藤　

康
夫

片
山　
　

薫

篠
原
ひ
ろ
し

五
十
嵐
京
子

林　
　

倫
子

田
頭　

祐
子

渡
辺　

大
三

百
瀬　

和
浩

岸
田　

正
義

鈴
木　

成
夫

宮
下　
　

誠

紀　

由
紀
子

小
林　

正
樹

渡
辺
ふ
き
子

森
戸　

洋
子

板
倉　

真
也

関
根　

優
司

水
上　

洋
志

中
根　

三
枝

遠
藤
百
合
子

露
口　

哲
治

湯
沢　

綾
子

中
山　

克
己要　　　旨（提案議員が作成）件　　　名

原案
可決○○○議○−○○○○○○○○○○○○○△△△△△

現在福島県内でしか体系立った健診は行われておらず、甲状腺がん、心の健康、生活習慣病
に絞った健診となっている。甲状腺がん以外のがんや多様な疾病は把握すらされていない。
原発事故被害者が幅広く健診を保障され、医療費の減免が受けられるよう「原発事故子ども・
被災者支援法」第１３条の具体化への立法措置を政府に求める。

原発事故被災者の健康調
査に関する意見書

原案
可決×○○議×−○○○○○××××○○○○△△△△△

厚生労働省は、後期高齢者医療保険料を最大で９割軽減する特例措置を段階的になくそうと
している。これにより負担増となる高齢者は加入者の半数以上に及び、保険料支払いが困難
な高齢者が広がる恐れがある。特別軽減措置の廃止は、高齢者の生活苦に追い討ちをかける
ことにほかならず、方針の見直しを政府に求める。

後期高齢者医療保険料の
軽減措置廃止に反対する
意見書

原案
可決○○○議×−○○○○○××××○○○○×××××

奨学金返済への不安と負担を軽減し、教育の機会均等を保障するにふさわしい奨学金制度に
するための改革が求められている。よって、①国が利子補給を行って無利子化を実現するこ
と、②奨学金返済が若者の生活を追いつめないように返済方法を改善すること、③給付型奨
学金を直ちに創設することを政府に求める。

学生の独立行政法人日本
学生支援機構の奨学金返
済への不安と負担を軽減
することを求める意見書

原案
可決○○○議×−○○○○○××××○○○○×××××

財務省は、公立小学校１年生の３５人学級を４０人学級に戻すよう文部科学省へ求める方針を示
した。３５人学級は広範な教育関係者と国民の長年の運動によって実現したものであり、４０人
学級に引き戻すことは許されない逆行である。少人数学級の拡充こそ求められており、４０人
学級復活の方針の撤回を政府に求める。

少人数学級の拡充を求め
る意見書

原案
可決○○×議○−○○○○○○○○○○○○○○○○○○

過度な円安による中小企業の経営悪化が懸念されている。中小・小規模事業者が持つ技術・
アイデアを製品化し、販路開拓まで一貫支援するため、地域の公設試験場等と連携した研究
開発や、中小企業基盤整備機構等と連携した販路開拓等による切れ目のない支援体制の構築
など、地域の中小企業を守る振興策を強力に推進するよう政府に求める。

地域の中小企業振興策を
求める意見書

原案
可決○○○議△−○○○○○△△△△○○○○△△△△△

①サブドレン汚染水の海洋放出計画を中止して意図的な放出を行わないことや、地下水対策
として実効性に疑問のある凍土壁を中止し、コンクリート固化など抜本的な汚染水対策の確
立を東京電力に求めること、②海洋汚染を防ぐため最大限努力すること、③経済産業省の汚
染水処理対策委員会等を公開し、国際的な英知を結集して対応することを政府に求める。

福島第一原子力発電所サ
ブドレン汚染水の海洋放
出計画の中止を求める意
見書

原案
可決○○○議○−○○○○○○○○○○○○○△△△△△

安倍首相は、消費税増税の見送りにより、年金、医療、介護、保育などの充実政策のスケジ
ュールの見直しが必要だと発言した。高齢者や保育現場などに影響が出ることが予想され、
各自治体から約束どおりの実行を求める声が出ている。社会保障の充実政策が後退しないよ
う、適正な予算計上を政府に求める。

消費税増税の延期による
社会保障制度への影響が
出ないよう、対応を求め
る意見書

否　決○○○議×−○××○○××××○○○○×××××
閣議決定された、日本再興戦略における雇用・労働分野に関する提起では、労働者保護ルー
ルの後退の恐れがある見直しが多分に包含されている。解雇の金銭解決やホワイトカラー・
イグゼンプションは導入しないことなど、慎重な対応を国会と政府に求める。

労働者保護ルールの見直
しに関する意見書

賛
成
討
論
（
要
旨
）

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
高
齢

者
が
広
が
る
中
で
の
軽
減
措
置
廃
止

は
、
生
活
苦
に
追
い
打
ち
を
か
け
る

も
の
。
軽
減
措
置
廃
止
に
よ
る
国
費

の
削
減
額
は
約　

億
円
だ
が
、
こ
れ

８００

は
、
政
府
が
目
指
す
法
人
税
減
税
の

１
％
分
に
必
要
な
国
費
５
千
億
円
の

６
分
の
１
程
度
で
あ
り
、
政
府
の
施

策
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
る
。
問
題
だ

ら
け
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
廃

止
し
、
元
の
老
人
保
健
制
度
に
戻
す

べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
賛
成
す
る
。

議　

決　

結　

果

【会派略称】　 　　　　　自：自由民主党小金井市議団　共：日本共産党小金井市議団
公：小金井市議会公明党　民：小金井市議会民主党　　　リ：リベラル保守の会
ネ：生活者ネットワーク　改：改革連合　　　　　　　　治：市民自治こがねい
会：こがねい市民会議　　お：小金井をおもしろくする会請 願 ・ 陳 情 の 審 議 結 果

○：賛成  ×：反対  △：退席  −：欠席（病気療養）  議：議長（原則、採決には加わらず）

付　

託　

先

お会治改改ネネリリ民民公公公公共共共共自自自自自
付託先略称　議：議会運営委員会　　建：建設環境委員会

総：総務企画委員会　　即：委員会付託を省略し即決
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き
子

森
戸　

洋
子

板
倉　

真
也

関
根　

優
司

水
上　

洋
志

中
根　

三
枝

遠
藤
百
合
子

露
口　

哲
治

湯
沢　

綾
子

中
山　

克
己要　　　　　　旨件　　　名

趣旨
採択○○○議○−○○○○○○○○○○○○○○○○○○議

市議会への信頼をより高めるために、議会基本条例の制定は急務であり、
遅くとも２０１４年度末までに先進的な内容を積極的に盛り込んだ議会基本条
例を制定することを求める。

議会基本条例を遅くとも２０１４年度まで
に制定するよう求める陳情書

趣旨
採択○○○議○−○○○○○○○○○○○○○○○○○○議ごみ問題解決を促進するために、平成２５年第２回定例会において、ごみの

減量などを柱とした特別委員会を設置し、調査を行うことを求める。
ごみ問題の解決を促進し、また、ごみ
を大幅に減量すべく、市議会に特別委
員会を設置することを求める陳情書

採　択○○○議○−○○○○○○○○○○○○○○○○○○議
各議員の議決に対する賛否について、多摩２６市において公開している自治
体議会が増えている。本市においても、市議会だよりとホームページで各議
員の採決態度を公開するよう具体的な対応を速やかに進めることを求める。

『市議会だより』、ウェブサイトで審
議結果の具体的な公開を求める陳情書

趣旨
採択○○○議○−○○○○○○○○○○○○○○○○○○建

次期一般廃棄物処理基本計画において生ごみ分別収集・処理の基本方針を
明確にすること、可燃ごみの減量と資源化を目的とした生ごみの分別収集
及び資源化に最適な処理方法の検討・試行を求める。

可燃ごみ減量のための生ごみ分別収集
に向けた試行の実施を求める陳情書

採　択○○○議×−○○○○○××××○○○○×××××建
自治会等が大型生ごみ減量化処理機器設置の申請に消極的になっている理
由を調査し明らかにしたうえで、生ごみ減量のため、市民が設置しやすい
要綱に改めることを求める。

大型生ごみ減量化処理機器設置促進事
業要綱改定を求める陳情書

不採択○○○議×○○○○××××××○○○○×××××総
平成２６年度一般会計当初予算に、市役所庁舎を蛇の目ミシン工場跡地に建
設するための設計予算を盛り込むこと、市報と市ホームページに市庁舎建
設スケジュール・財源等に関する最新情報を掲載することを求める。

市役所庁舎建設を促進し、賃借庁舎か
ら早期に脱却することを求める陳情書

不採択○○○議×○○○○×××××××××××××××総
庁舎建設予定地北側に隣接している中央線高架下スペースについてＪＲと
交渉し、市として活用することを決定した上で基本設計に反映させるこ
と、容積率の緩和に関して東京都に強く働きかけることを求める。

庁舎建設予定地北側隣接の高架下スペ
ースを市として活用すること等を求め
る陳情書

不採択○×○議×○○○○××××××○○○○×××××建
同地区の再開発について、十分に内容を共有・検討・協議し、市民のコン
センサスを得た代替案の策定のため、拙速な都市計画決定を延期し、周辺
住民や市民の意見が反映できる審議の場を設けた上での再検討を求める。

武蔵小金井駅南口第２地区市街地再開
発事業に係る都市計画原案の決定延期
と再検討を求める陳情書

不採択○×○議×○○○○××××××○○○○×××××建
同地区の再開発について、中期的・長期的財政見通しを市民と議会に明示
し、理解と納得を得るよう努める等の３条件を具備するまで、都市計画決
定を行わず凍結すべきであるとの議会意思を明らかにすることを求める。

よりよいまちづくりに向け、武蔵小金
井駅南口第２地区再開発にかかる都市
計画の見直しを求める陳情書

不採択×○○議×○○○○××××××○○○○×××××総
新庁舎建設事業凍結及び第二庁舎取得の提案は、市民参加条例軽視等の問
題があり、議員や行政に不要な労力を強いた。今後の再発を防ぐために外
部評価委員会を設置し、適切な評価と市民への公開を求める。

「新庁舎建設事業の凍結及び第二庁舎
の取得について」に関する市長と行政
側の対応に関する陳情書

不採択×○○議×○○○○××××××○○○○×××××総
第二庁舎購入騒動について、昨年度以前を含めた時系列的な経過、職名を示
した上での責任の所在、地主との交渉が関係法令に違反しているかどうか
を調査した上で問題点を明らかにすること等、計８項目の実施を求める。

小金井大久保ビル（第二庁舎）購入騒
動について、一連の経過を明らかにし
ていただくこと等を求める陳情書

不採択×××議×−××××××××××××××××××議
地方自治法第１２４条の請願の紹介議員に関し、「請願の内容に賛意を表する
者でなければ、紹介すべきでない」との行政庁の見解は誤解から生じてい
るものであり、訂正を求める意見書の提出を求める。

「地方自治法第１２４条の行政庁見解訂
正についての意見書提出」に関する陳
情書

承　認○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○即職員・議員の報酬についての陳情書の撤回

承　認○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○即小金井市所有地と隣地の民間マンションと福祉会館建設の共同事業及び法に基づく再開発事業として実行可能な条
件制定の陳情書の訂正

学
生
の
独
立
行
政
法
人

日
本
学
生
支
援
機
構
の

奨
学
金
返
済
へ
の
不
安
と
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減

措
置
廃
止
に
反
対
す
る
意
見
書

反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

公
明
党
は
昨
年
実
態
調
査
を
行
い
、

不
況
や
就
職
難
で
大
学
卒
業
後
に
奨

学
金
を
返
済
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、

無
利
子
奨
学
金
の
拡
充
や
延
滞
金
の

率
の
引
下
げ
等
を
提
言
し
、
平
成　
２６

年
に
実
現
し
た
。
さ
ら
に
、
収
入
に

応
じ
返
還
月
額
を
設
定
で
き
る
所
得

連
動
返
還
型
奨
学
金
の
導
入
や
給
付

型
奨
学
金
の
拡
充
を
求
め
、
国
は
社

会
保
障
・
税
番
号
制
度
を
活
用
し
所

得
連
動
返
還
型
の
本
格
導
入
を
決
定

し
た
。
本
意
見
書
は
財
源
見
通
し
や

制
度
の
実
効
性
が
な
く
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

片
山　

薫
（
市
民
自
治
）

　

支
援
機
構
の
奨
学
金
の
延
滞
者
は

２
０
１
２
年
で
は　

万
人
以
上
、
滞

３３

納
額
は　

億
円
に
上
る
。
奨
学
金
の

９２５

回
収
も
債
権
回
収
会
社
を
導
入
し
た

非
常
に
厳
し
い
も
の
で
あ
る
。
督
促

状
、
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
化
、
裁
判
の

申
立
て
な
ど
ペ
ナ
ル
テ
ィ
強
化
が
進

み
、
卒
業
後
の
人
生
や
家
族
を
巻
き

込
む
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

返
還
者
本
人
の
努
力
で
は
ど
う
に
も

な
ら
な
い
社
会
的
貧
困
問
題
に
深
く

起
因
し
た
状
況
に
鑑
み
、
賛
成
す
る
。
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	こがねい245号_7面_4校
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